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研究分野：物理学 
科研費の分科・細目：物理学／素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 
キーワード：SO(10)GUT , Dark Matter and Dark Energy, orbifold , 次世代標準薄膜, Inflation Model 
 
１．研究計画の概要 
素粒子の既存の標準理論は、すでにその適用

限界がわかってきて、より包括的な次世代標

準模型の構築が期待されています。我々の繰

り込み可能な SO(10)GUT 理論は、その予言可

能性と論理にあいまいさが少ないことで有

力な候補です。観測との整合性、内部無矛盾

性をもとに一歩ずつ完成を目指しています。 
２．研究の進捗状況 
理論の正当性は以下のように検討されます。 
（１） 低エネルギーでのクオーク・レプト
ンの質量スペクトルと混合行列を説明する
か？ 
（２） 標準模型を越える現象をどのように
予言するか？ 
（３） それらは、観測と矛盾しないか？ 
（４） 理論に内部矛盾を含まないか？ 
である。 
現在（１）については OK、（２）、（３）につ
いてはミューオンｇ－２、レプトンフレーバ
ーの破れ、レプトジェネシスで、観測との整
合性を得ている。 ただし陽子崩壊が厳しい。 
（４）については、中間状態が具体的に露に
されたため、ゲージ結合定数の統一が壊れて
います。これは予言性が高い理論のため、観
測との整合性にごまかしが効かないという
信頼の置ける理論のもつ宿命であり、それが
ゆえに、つらい完成への道が開けるのである
と考えています。この問題を解決するため、 
2 つの道を考えています。 
① あくまで時空は 4次元での標準模型にこ
だわる。 この場合、我々の模型の基本を壊
さずに修正することは可能である、現在その
論文を準備中 
② GUT のエネルギースケールがプランクス
ケールに近いので、余剰次元が見えてくると

考え、5次元時空に拡張して SO(10)GUT 
を考える。 この方向では、模型の構成、宇
宙論への応用、ダークマターの探索、レプト
ジェネシスなど広範囲に考察し、論文にして
います。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
繰り込み可能な最小 SUSY SO(10)GUT理論の
構築において、本質的な部分を損なわずに、
現存する各種課題を解決することに時間を
要している。 
４．今後の研究の推進方策 
５D 模型については、基本的なことをやり遂
げたと思うので、今後は４Dにも立ち返って 
問題の解決を考えます。 
 
５. 代表的な研究成果 
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